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かわさき市民アンケート

平成20年７月

お忙しいところ大変にお手数をおかけしますが、調査の趣旨をご理解いただき、

ご協力くださいますようお願い申し上げます。

【ご記入に関しての注意点とお願い】

● あて名のご本人がアンケートにお答えください。

● ご記入は、濃い鉛筆またはボールペン・万年筆でお願いします。

● お答えは、あてはまる番号を○で囲んでください。

● 「その他」とお答えされた場合は、お手数ですが（具体的に： ）の中に

その内容をご記入ください。

● お答えは、設問ごとに（○は１つ）（○は２つまで）（あてはまるものすべてに

○）など指定されていますので、お間違いないようお気を付けください。

● 設問の中にはお答えいただく方が限られる場合もありますので、お間違いない

ようお気を付けください。

● ご記入いただいた調査票は、８月６日(水)までに同封の返信用封筒（切手を

貼る必要はありません）に入れ投函してくださいますようお願いいたします。

本調査についてご不明な点がありましたら、調査担当課までお問い合せください。

【問い合せ先】

【調査担当課】川崎市総務局 市民情報室 市民の声担当

TEL：０４４－２００－２１４８（直通）

〒210―8577 川崎市川崎区宮本町１番地

◆ この調査は無記名調査です。あなたのお名前やご住所を書いていただく必要は

ありません。

◆ この調査は行政上の基礎資料として使うことを目的としていますので、

それ以外の目的に使用することは決してありません。

◆ この調査の結果は、すべてコンピューターで一括処理を行い、統計的な集計

・分析だけに使われますので、個々のお答えの内容や皆様の個人情報が外部

に漏れることは一切ありません。
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■ 市内の公園施設について

現在、市内にある公園内運動施設（陸上競技場、野球場、サッカー場、テニスコート等）

は整備当時の市民の要望等を反映してできたものですが、時代の流れと共にその要望も変化

していることが考えられます。今後の施設の整備・維持管理などの参考とするため、以下の

問にお答えください。

問１ 過去５年間で運動や観戦・応援するために公園内運動施設を利用したことがありますか。

（○は１つ）

１．利用したことがある ２．利用したことがない

問１－（１） 問１で、公園内運動施設を「１．利用したことがある」と答えた方にうかが

います。

どれくらいの頻度で利用されていますか。近いものを選んでください。

（○は１つ）

１．週１回以上

２．月１～２回程度

３．２～３か月に１回程度

４．半年に１回程度

５．１年に１回程度

６．数年に１回程度

問１－（２） 問１で、公園内運動施設を「１．利用したことがある」と答えた方にうかが

います。

公園内運動施設で利用したことがある施設は何ですか。

（あてはまるものすべてに○）

１．陸上競技場（Ｊリーグ観戦を除く）

２．野球場

３．サッカー場

４．テニスコート

５．屋外プール

６．弓道場

７．相撲場

８．その他（具体的に： ）

問１－（３）へ
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問１－（３） 問１で、公園内運動施設を「２．利用したことがない」と答えた方にうかが

います。

利用しない理由は何ですか。（○は２つ）

１．運動や観戦・応援をしないから

２．近くに公園内運動施設がないから

３．やりたい運動種目の施設がないから

４．他都市の施設を利用しているから

５．その他（具体的に： ）

問２ 現在、市内にある公園内運動施設で今後も必要性が高いと思う施設は何ですか。

（あてはまるものすべてに○）

１．陸上競技場（Ｊリーグ観戦を除く）

２．野球場

３．サッカー場

４．テニスコート

５．屋外プール

６．弓道場

７．相撲場

８．その他（具体的に： ）

問３ 現在は市内の公園内運動施設（問２の質問の施設）にない施設で、欲しいと思う施設

は何ですか。ご自由にお書きください。

（例：フットサル場、バレーボール場等）

問４ 公園内運動施設をどのような目的で利用していますか。また、利用したいと思います

か。（あてはまるものすべてに○）

１．健康づくり

２．子どもの遊びの場

３．仲間づくりの場

４．スポーツ・運動能力の向上

５．スポーツ競技・大会としての場

６．その他（具体的に： ）

環境局緑政部のキャラクター「グリンピー」
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■ 税務行政について

平成19年に国の所得税から地方の住民税に税源移譲（※）されるなど、本市財政を支える

市税の役割はこれまで以上に大きくなっています。こうした変化の中、市税に関する市民の

みなさまの意識を把握し、見直しの参考とするため、以下の問にお答えください。

※税源移譲とは・・・

国へ納める税（国税）を減らし、地方へ納める税（地方税）を増やすことにより、国から

地方へ税源を移すことです。

問５ 平成19年に行われた税源移譲について知っていましたか。（○は１つ）

１．内容まで知っている

２．税源移譲という言葉は聞いたことがある

３．知らない

問６ あなたは、この１年で区役所の税の窓口を何回利用しましたか。（○は１つ）

１．1回

２．２回

３．３～４回

４．５回以上

５．利用していない

問７ あなたは、税額の計算方法などについて、区役所の税の窓口に質問、相談などをした

ことがありますか。（○は１つ）

１．したことがある

２．したことはないが、今後してみたい

３．したこともないし、今後もするつもりはない

問８ ７区の各区役所ごとにある税の窓口を数箇所に統合し、区役所とは別の場所に設ける

としたら、ご自宅から遠くなることが考えられます。その場合どのような場所に設ける

ことが適当と思いますか。（○は１つ）

１．遠いと不便なので、主要駅の近くなど交通の便のよい場所に設けるべき

２．税の窓口は利用しないので不便な場所でもよい

３．その他（具体的に： ）
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問９ 区役所の税の窓口のうち、どのような機能・サービスが身近な場所に必要ですか。

（あてはまるものすべてに○）

１．証明書（所得が記載される「住民税課税額証明書」など）の交付

２．市民税に関する申告・相談

３．固定資産税に関する申告・相談

４．軽自動車税に関する申告・相談

５．納付に関する相談

問10 市税に関する情報をどのような方法で入手していますか。

（あてはまるものすべてに○）

１．市政だより

２．納税通知書などに同封のチラシ

３．川崎市インターネットホームページのＦＡＱページ

４．川崎市インターネットホームページの市税のページ

５．市税広報ポスター

６．各区役所の税の窓口

７．本市施設の広報コーナーなどに設置のパンフレットなど

８．その他（具体的に： ）
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■ 区民会議について

川崎市では、区民の参加と協働による地域社会の課題の解決に向けた調査審議を行い、

暮らしやすい地域社会をつくるため、平成18年度から各区に区民会議を設置しています。

今後の区民会議の運営の参考とするため、以下の問にお答えください。

問11 あなたは、お住まいの区の区民会議について知っていますか。（○は１つ）

１．内容まで知っている

２．あることは知っている

３．知らない

問11－（１） 問11で「１．内容まで知っている」または「２．あることは知っている」と

答えた方にうかがいます。

区民会議をどのようにして知りましたか。（あてはまるものすべてに○）

１．市政だより

２．町内会・自治会の回覧板

３．新聞

４．タウン紙

５．テレビ

６．インターネット

７．自宅に配布された区民会議のアンケート

８．人から聞いた

９．区民会議のフォーラム・集会

10．区民会議のポスター

11．区民会議のチラシ

12．その他（ ）

問12へ

◆区民会議とは

それぞれの区にある区民会議では、区民が委員となり、身近な地域の課題を選んで解決に向けた話し

合いをします。その結果は区長が受け取り、区民と区役所との協働（※）などにより、課題の解決に

向けた取り組みを進めます。

（※）協働とは、共通の目的を実現するために、それぞれの役割と責任の下で、相互の立場を尊重し、

対等な関係で協力することです。

◆区民会議を通じた課題解決のしくみ

詳細は、川崎市ホームページ「Web 自治基本条例」でもご覧いただけます。

http://www.city.kawasaki.jp/20/20bunken/home/site/jichi/ku/houkoku/meeting.htm

区民会議で

話し合います

課

題

解

決

結果は

区長へ

地域の課題

を集めます

②課題を選んで解決に
向けて話し合い、解決
策をまとめます。

解決への取り組

みが進みます

④課題解決をめざし、区民の取り
組み、区民と区役所との協働、区
役所の取り組みなどが進みます。

①身近な地域の課
題を区民会議が集
めます。

③話し合いの結果
（解決策）は区長が
受け取ります。
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問12 区民会議で、どのような地域の課題を取り上げてほしいですか。（○は３つまで）

１．防犯・防災などの安全・安心のまちづくり

２．放置自転車対策

３．高齢者支援など福祉の推進、健康の増進

４．子ども・子育て支援

５．市民が学び、役立てる機会の充実

６．緑の保全、環境への配慮

７．産業（商業・ものづくり・農業など）で地域を活性化させる

８．歴史や文化、風景などの地域の魅力を高める

９．地域コミュニティの活性化、市民活動の支援

10．その他（具体的に： ）

問13 区民会議に対して期待していることは何ですか。（○は３つまで）

１．幅広い世代の人が委員となること

２．活発に話し合い、意見をまとめること

３．より多くの区民の意見を取り入れて話し合うこと

４．地域の課題や話し合いの結果を広く知らせること

５．地域のさまざまな活動団体がつながりを強め、連携すること

６．話し合った結果を実際の取り組みにつなげること

７．その他（具体的に： ）

問14 あなたは、区民会議の活動に参加したいですか。（○は１つ）

１．参加したい

２．できたら参加したい

３．参加したくない

問14－（１） 問14で「１．参加したい」または「２．できたら参加したい」と答えた方に

うかがいます。

あなたは、区民会議についてどのような参加をしたいと思いますか。

（○は２つまで）

１．委員になって活動したい

２．傍聴したい

３．地域の課題提案や、意見提出したい

４．報告会に参加したい

５．その他（具体的に： ）

問14－（２）へ
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■ 市民が企業・事業所に期待する防災協力について

問14－（２） 問14で「３．参加したくない」と答えた方にうかがいます。

あなたが、区民会議に参加したくないのはどのような理由からですか。

（○は２つまで）

１．区民会議のしくみがよくわからないから

２．時間の余裕がないから

３．住んでいる地域に課題がないと思うから

４．地域の課題に関わるのがわずらわしいから

５．関心がないから

６．その他（具体的に： ）

市では、地震や水害などの大きな災害が発生した時に、市内の企業・事業所と行政が互い

に協力しあう防災体制づくりを進めているところです。

「阪神淡路大震災」の時は、企業が体育館を避難所として提供し、応急復旧活動にかかわ

る人員を派遣しました。「東海豪雨」では、スーパーマーケットの屋上駐車場に住民の車を避

難させたことにより、車が冠水から免れました。また、「尼崎列車事故」では、周辺の企業の

従業員が、消防・警察と協力し、被災者を救出・誘導し応急手当を行うなど救助活動を行っ

ています。

あなたが事業所等に期待する防災協力活動はどのようなものですか。今後の防災体制づく

りの参考とするため、以下の問にお答えください。

問15 「阪神・淡路大震災」、「東海豪雨」、「尼崎列車事故」等で、事業所等が実施した

防災協力活動を知っていましたか。（あてはまるものすべてに○）

１．消火活動

２．救出・救助活動

３．自社製品の提供（医薬品・飲料水・生活用品・重機・資器材等）

４．事業所等施設の提供

５．負傷者の医療機関への搬送活動

６．その他（具体的に： ）

７．知らなかった
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問16 大地震等の災害時に事業所等にどんな防災協力活動を期待しますか。

（○は２つまで）

１．人的協力（消火活動 救出・救助活動 避難誘導）

２．物的協力（医薬品・飲料水・生活用品・重機・資器材等の提供）

３．事業所等施設の提供（グラウンド等、場所の提供）

４．特殊技能の提供（建設重機の操作、避難所等のライフラインの復旧）

５．その他（具体的に： ）

６．特に期待しない

【あなたのお住まいの近隣にある企業・事業所について、お聞きします】

問17 災害時、事業所等に防災協力活動を実施していただくため、日ごろから地域と事業所

等との間で必要だと思うことは何ですか。（○は３つまで）

１．災害時に協力できる防災協力活動の内容の公表

２．地域の防災訓練の参加

３．地域住民との交流

４．事業所等施設（グラウンド等）の開放

５．その他（具体的に： ）

６．特に期待しない

問18 近隣の事業所等と交流する機会がありますか。それはどのような内容ですか。

（あてはまるものすべてに○）

１．事業所等のイベントへ近隣住民の招待

２．事業所等の施設を地域の祭り、運動会、バザーなどの会場に開放

３．事業所等と合同した清掃活動等の地域活動の実施

４．近隣住民と事業所等による防災についての話し合いの実施

５．その他（具体的に： ）

６．特に交流する機会はない
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■ 環境問題について

現在、地球温暖化対策をはじめ、緑の保全や廃棄物のリサイクルなど、さまざまな環境問
題への対応が重要になっています。

今後の環境対策の参考とするため、以下の問にお答えください。

問19 次にあげる環境問題について、あなたはどの程度の関心をお持ちですか。それぞれの環境

問題について、あなたの考えにあてはまるもの１つに○をつけてください。

それぞれの環境問題を解決するためには、誰の取り組みが必要だと思いますか。あな

たの考えにあてはまるものすべてに○をつけてください。

また、その中で最も主体的に取り組む必要があるのは誰だと思いますか。あなたの考

えにあてはまる番号１つを記入欄に記入してください。

環境問題への関心の程度 取り組みが必要な対象

（○は１つ） （あてはまるものすべてに○）

と
て
も
関
心
が
あ
る

関
心
が
あ
る

あ
ま
り
関
心
が
な
い

関
心
が
な
い

ど
ち
ら
で
も
な
い

市
民

事
業
者
※

川
崎
市

そ
の
他

わ
か
ら
な
い

最
も
主
体
的
に
取
り
組
む
対
象

公害対策に関する分野

大気汚染を減らすことや化学

物質による汚染を減らすこと

など

１ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ ４

公害対策に関する分野

大気汚染を減らすことや化学

物質による汚染を減らすこと

など

１ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５

緑や公園に関する分野

緑の保全・回復など
１ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５

地球温暖化対策に関する分野 １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５

廃棄物に関する分野

廃棄物の発生抑制、再利用、

再生利用など

１ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５

環境教育・環境学習に関する分野 １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５

環境問題についての、市民、事

業者、市の連携した取り組みに

関する分野

１ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５

※ 事業者とは、工場、事務所などで事業を行う者をいいます。

回 答 例
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問20 環境保全のために個人が日常生活で行う取り組みについて、あなたの考えにもっとも

近いものをお選びください。（○は１つ）

１．生活が多少不便になっても積極的に取り組みたい

２．生活が不便にならない範囲で取り組みたい

３．取り組みをしたいが、むずかしくてできない

４．取り組む必要はない

５．わからない

問21 個人や家族でできる環境についての取り組みとして、現在どのようなことを行ってい

ますか。また、今後はどのようなことを行いたいと思いますか。

（それぞれについてあてはまるものすべてに○）

現
在
行
っ
て
い
る
こ
と

今
後
行
い
た
い
こ
と

１．冷暖房の設定温度に気をつける 1 1

２．こまめに消灯したり、家電の待機電力を減らす 2 2

３．できるだけ徒歩、自転車、公共交通機関を使って移動する 3 3

４．マイバック等を持参し、レジ袋の削減に努める 4 4

５．詰め替え用の製品など、環境に配慮したものを購入する 5 5

６．家電製品を選ぶ際は省エネ性能が高い製品を選ぶ 6 6

７．車を運転するとき、アイドリングストップなどエコドライ

ブを心がける
7 7

８．太陽光や風力などの自然エネルギーを利用する設備を利用

する
8 8

９．電気代やガソリン代など、エネルギーに関する支払いを区

別して家計簿につける
9 9

10．環境関連のイベントに出かけたり、展示を見学したりする

など、環境に関する催しに参加する
10 10

11．水、お湯を出しっぱなしにしない、風呂の残り湯を洗濯に

利用するなど、水を大切に使う
11 11

12．その他

（具体的に： ）
12 12

13．特にない 13 13
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問22 町内会、自治会、市民団体などが主体となって環境に関する様々な活動を行っていま

す。あなたはこのような活動に参加していますか。また、今後参加したいと思いますか。

（○は１つ）

１．現在参加している

２．今後は参加したい

３．今後とも参加するつもりはない

問22－（１） 問22で「２．今後は参加したい」または「３．今後とも参加するつもりはな

い」と答えた方にうかがいます。

現在活動に参加していない理由はなんですか。（あてはまるものすべてに○）

１．仕事や家事などに忙しく、時間がないから

２．どこでどんな活動をしているかなど、情報がないから

３．知識や技術がないから

４．知っている人がいないから

５．活動している場所が遠いから

６．なんとなく気が進まないから

７．そういった活動に市民が参加する必要はないと思うから

８．その他（具体的に： ）

地球温暖化とは、二酸化炭素（CO2）などの温室効果ガスのはたらきにより、

地球の気温が上昇することです。そして、気温が上昇することにより、陸上の

氷が解けて海面が上昇したり、台風や干ばつといった異常気象を引き起こす要

因になっていると考えられています。

温暖化対策のキャラクター「エコちゃんず」
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問23 日常生活の中で、地球温暖化防止について意識していますか。（○は１つ）

１．非常に意識している

２．ある程度意識している

３．あまり意識していない

４．意識していない

問24 ふだん、あなたが買い物をされる際、何を基準として選択されますか。下記の１～９

から３つ選んでお答えください。

また、それぞれの製品について最も重視する基準を下記の１～９から１つずつ選んで

お答えください。

（番号を３つまで記入）

買い物をする際の基準は （ ）（ ）（ ）

（番号を１つずつ記入）

購入する製品 最も重視する基準

１．家電製品 （ ）

２．自動車 （ ）

３．日用雑貨 （ ）

４．食料品 （ ）

５．文具 （ ）

【買い物をする際の基準】

１．エネルギー消費が少ないこと

２．天然素材であること

３．リサイクルしやすい素材であること

４．購入時や使用時にゴミが出ないこと

５．地元やできる限り近い場所で作られていること

６．品質が高いこと

７．デザインがよいこと

８．価格が安いこと

９．価格が高いこと
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問25 今後、川崎市に取り組んで欲しい地球温暖化対策は何ですか。

（あてはまるものすべてに○）

１．学校、地域、事業所等での環境教育の推進

２．公共交通機関の利用促進や低燃費車の普及

３．CO2を大量に排出する事業者に対する排出の規制

４．CO2の排出が少ない製品を製造・販売する事業者の公表

５．環境に配慮した技術の研究・開発促進

６．大規模な建物の省エネ性能向上のためのしくみづくり

７．住宅や事業所での新エネルギー（太陽光発電等）利用の促進

８．市有施設の省エネ対策、市の事業からのCO2排出抑制、環境にやさしい物品

の購入など市の率先実行

9．その他（具体的に： ）

10．特にない、わからない

問25－（１） 問25で「１」～「９」のいずれかにお答えの方にうかがいます。

問25で○をつけたもののうち、川崎市に最も主体的に取り組んで欲しいもの

は何ですか。（問25の選択肢から番号を１つ記入）

最も主体的に取り組んで欲しい

地球温暖化対策
（ ）
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■ あなたご自身について

Ｆ１ 性別（○は１つ）

１．男性 ２．女性

Ｆ２ 年齢（○は１つ）

１．20～24歳

２．25～29歳

３．30～34歳

４．35～39歳

５．40～44歳

６．45～49歳

７．50～54歳

８．55～59歳

９．60～64歳

10．65～69歳

11．70～74歳

12．75歳以上

Ｆ３ あなたのお仕事は、この中のどれですか。（○は１つ）

１．自営業主

２．家族従業（家業手伝い）

３．勤め（全日）

４．勤め（パートタイム）

５．内職

６．主婦・主夫（家事専業）

７．学生

８．無職（年金生活者を含む）

９．その他

（Ｆ３で「１」～「４」とお答えの方にうかがいます）

Ｆ３－（１） お仕事の内容を具体的にお聞かせください。（○は１つ）

自営業主・家族従業の方

（１～３の中からお選びください。）

勤め（全日・パートタイム）の方

（４～８の中からお選びください。）

１．農林漁業

２．商工サービス業

３．自由業

４．経営・管理職

５．専門・技術職

６．事務職

７．技能・労務職

８．販売・サービス職

Ｆ４ お勤め先あるいは通学先はどちらですか。（○は１つ）

１．川崎市内（お住まいと同じ区）

２．川崎市内（お住まいと別の区）

３．横浜市

４．神奈川県内（川崎市・横浜市以外）

５．東京都（２３区内）

６．東京都（２３区以外）

７．その他

８．通勤・通学していない

Ｆ５ ふだん最寄り駅までどのような交通手段をご利用になりますか。（○は１つ）

１．徒歩

２．自転車

３．バイク（原付含む）

４．バス

５．自動車（送迎含む）
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Ｆ６ あなたの現在のお住まいは、この中のどれにあたりますか。（○は１つ）

１．持ち家（一戸建）

２．持ち家（マンション・団地）

３．借家（一戸建）

４．借家（マンション・団地・公営住宅）

５．借家（民間アパート・間借・下宿）

６．社宅・寮・公務員住宅

７．その他

Ｆ７ 現在、同居しているご家族は、あなたを含めて何人いらっしゃいますか。

（○は１つ）

１．1人

２．2人

３．3人

４．4人

５．5人

６．6人

７．7人以上

Ｆ８ ご家族に中学生以下のお子さんはいらっしゃいますか。（○は１つ）

１．いる ２．いない

Ｆ９ 65歳以上の方は同居していらっしゃいますか。（○は１つ）

（ご自分が65歳以上の方は１に○をつけてください。）

１．いる ２．いない

Ｆ10 あなたが現在お住まいの区はどちらですか。（○は１つ）

１．川崎区

２．幸区

３．中原区

４．高津区

５．宮前区

６．多摩区

７．麻生区

Ｆ11 あなたのお住まいの地域の様子は、次のどれにあたりますか。（○は１つ）

１．オフィスビル、商業ビル、商店などがある地域

２．古くからの住宅が中心となっている地域

３．新しく開発された住宅地域

４．住宅と工場が混在している地域

５．まわりに田畑や山林などの緑が残されている地域

６．その他（ ）

最後に、川崎市の市政について、ご意見やご要望等がございましたら、どんなことでも

ご自由に記入してください。

以上でアンケートは終了です。

ご協力大変ありがとうございました。
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かわさき市民アンケート

平成20年11月

お忙しいところ大変にお手数をおかけしますが、調査の趣旨をご理解いただき、

ご協力くださいますようお願い申し上げます。

【ご記入に関しての注意点とお願い】

● あて名のご本人がアンケートにお答えください。

● ご記入は、濃い鉛筆またはボールペン・万年筆でお願いします。

● お答えは、あてはまる番号を○で囲んでください。

● 「その他」とお答えされた場合は、お手数ですが（具体的に： ）の中に

その内容をご記入ください。

● お答えは、設問ごとに（○は１つ）（○は２つまで）（あてはまるものすべてに

○）など指定されていますので、お間違いないようお気を付けください。

● 設問の中にはお答えいただく方が限られる場合もありますので、お間違いない

ようお気を付けください。

● ご記入いただいた調査票は、11月28日（金）までに同封の返信用封筒（切手

を貼る必要はありません）に入れ投函してくださいますようお願いいたします。

本調査についてご不明な点がありましたら、調査担当課までお問い合せください。

【問い合せ先】

【調査担当課】川崎市総務局 市民情報室 市民の声担当

TEL：０４４－２００－２１４８（直通）

〒210―8577 川崎市川崎区宮本町１番地

◆ この調査は無記名調査です。あなたのお名前やご住所を書いていただく必要

はありません。

◆ この調査は行政上の基礎資料として使うことを目的としていますので、それ

以外の目的に使用することは決してありません。

◆ この調査の結果は、すべてコンピューターで一括処理を行い、統計的な集計

・分析だけに使われますので、個々のお答えの内容や皆様の個人情報が外部

に漏れることは一切ありません。
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■ 定住状況について

問１～問９の「定住状況」、「生活環境の評価」、「関心ごとと行動範囲」、「市政に対する評

価と要望」は、昭和50年度から継続的に調査し、市政運営や政策立案などの参考にしていま

す。

問１ 今のところにお住まいになって、何年になりますか。（○は１つ）

１．生まれてからずっと住んでいる

２．１年未満

３．１～３年未満

４．３～５年未満

５．５～10年未満

６．10～20年未満

７．20年以上

問２ これからも今のところにお住まいになりたいですか。（○は１つ）

１．これからも住んでいたい

２．できれば市内の他の区へ移りたい

３．できれば市外へ移りたい

４．わからない

問２－（１） 問２で「２．できれば市内の他の区へ移りたい」または「３．できれば市外

へ移りたい」と答えた方にうかがいます。

今のところから移りたい、または移る理由は何ですか。

（あてはまるものすべてに○）

１．通勤・通学が不便だから

２．買い物が不便だから

３．住宅事情がよくないから

（家賃が高い、家が狭いなど）

４．住環境がよくないから

（日照、騒音、治安など）

５．医療環境がよくないから

６．保育環境がよくないから

７．介護環境がよくないから

８．子供の教育のため

９．その他

（具体的に： ）

問２－（２） 問２で「２．できれば市内の他の区へ移りたい」または「３．できれば市外

へ移りたい」と答えた方にうかがいます。

どこに住みたいと思いますか。（○は１つ）

１．川崎区

２．幸区

３．中原区

４．高津区

５．宮前区

６．多摩区

７．麻生区

８．横浜市

９．神奈川県（川崎市・横浜市を除く）

10．東京23区

11．23区以外の東京都

12．その他の道府県
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■ 生活環境の評価について

問３ お住まいの周りの生活環境についてうかがいます。

次にあげる項目についてどの程度満足していますか。（○はそれぞれ１つずつ）

満
足
し
て
い
る

ま
あ
満
足
し
て
い
る

少
し
不
満
で
あ
る

不
満
で
あ
る

わ
か
ら
な
い

（ア）地震・火災・風水害などの災害に対する安心感 １ ２ ３ ４ ５

（イ）風紀上・防犯上の安心感 １ ２ ３ ４ ５

（ウ）交通事故・危険物からの安心感 １ ２ ３ ４ ５

（エ）空気や川、海のきれいさ １ ２ ３ ４ ５

（オ）家の周りの静けさ １ ２ ３ ４ ５

（カ）公園や緑の豊かさ １ ２ ３ ４ ５

（キ）通勤・通学の便利さ １ ２ ３ ４ ５

（ク）買い物の便利さ １ ２ ３ ４ ５

（ケ）病院や医院までの距離 １ ２ ３ ４ ５

（コ）休日、夜間などの救急医療体制の充実度 １ ２ ３ ４ ５

（サ）市民館、図書館、スポーツ施設などへの距離 １ ２ ３ ４ ５

（シ）市や区の窓口サービス １ ２ ３ ４ ５

問４ 地域の生活環境を総合的に見た場合、今住んでいる地域に、どの程度満足しています

か。（○は１つ）

１．満足している

２．まあ満足している

３．少し不満である

４．不満である

５．わからない
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■ 関心ごとと行動範囲について

問５ 現在特に関心をお持ちのことは何ですか。（あてはまるものすべてに○）

１．子ども

２．家族

３．友人・知人

４．住宅・土地

５．お金・財産

６．健康

７．仕事（家事や勉強も含む）

８．老後の生活

９．趣味・娯楽

10．スポーツ・レジャー

11．信仰・宗教

12．政治

13．ボランティア活動

14．地域活動（町会・自治会、子ども会等）

15．その他

16．特にない

問６ 行楽や文化施設の利用・ショッピングなどをされる場合、主にどこに行かれますか。

（○はそれぞれ１つずつ）

川
崎
市
内

横
浜
市
内

川
崎
市
・
横
浜
市
以
外

の
神
奈
川
県

東
京
２
３
区

そ
の
他
の
地
域

そ
う
い
う
こ
と
は
し
な

い
の
で
わ
か
ら
な
い

（ア）自然に親しむための近距離の行楽 １ ２ ３ ４ ５ ６

（イ）遊園地や動物園等のレジャー

施設での行楽
１ ２ ３ ４ ５ ６

（ウ）観劇や映画鑑賞 １ ２ ３ ４ ５ ６

（エ）音楽会や美術展 １ ２ ３ ４ ５ ６

（オ）趣味を生かす講習や練習

（音楽・演劇・美術等）
１ ２ ３ ４ ５ ６

（カ）図書館の利用 １ ２ ３ ４ ５ ６

（キ）美術館・博物館の利用 １ ２ ３ ４ ５ ６

（ク）レストランなどでの飲食 １ ２ ３ ４ ５ ６

（ケ）洒落たものや高価なものを買う

ためのショッピング
１ ２ ３ ４ ５ ６

（コ）スポーツをする（観る） １ ２ ３ ４ ５ ６
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■ 市政に対する評価と要望について

問７ 市政について総合的にうかがいます。
次にあげる仕事の中で、よくやっていると思われるものは、どれですか。

（あてはまるものすべてに○）

問８ また、今後特に力を入れてほしいとお考えのものは、どれですか。
（あてはまるものすべてに○）

問７ 問８

よ
く
や
っ
て

い
る
と
思
う

も
の

今
後
特
に

力
を
入
れ
て

ほ
し
い
も
の

１．海外姉妹都市との国際交流事業 1 1

２．行財政改革 2 2

３．市や区の仕事などについての情報提供 3 3

４．市政への市民参加の促進のための施策 4 4

５．地域の問題が解決できるような区役所機能の強化 5 5

６．防犯対策 6 6

７．交通安全対策 7 7

８．美術館、各種ホールなど文化施設の整備 8 8

９．映画祭、国際会議など文化的な催しや活動 9 9

10．女性の地位向上のための施策 10 10

11．中小企業などで働く人々の生活と権利を守る施策 11 11

12．観光推進、シティーセールス（都市イメージの向上） 12 12

13．道路、公園、広場の美化・清掃 13 13

14．公園の整備や維持管理 14 14

15．自然や緑の保全 15 15

16．大気汚染や騒音・振動などの公害防止対策 16 16

17．日常のごみ収集やリサイクル 17 17

18．子どものための施策 18 18

19．高齢者のための施策 19 19

20．障害者のための施策 20 20

21．病院、診療所の整備や救急医療体制の整備 21 21

22．健康診断、がん検診、健康相談など、健康づくりのための施策 22 22

23．市営住宅の建設・整備 23 23

24．主要な駅周辺の再開発 24 24

25．河川の整備 25 25

26．下水道の整備 26 26

27．道路・歩道の整備 27 27

28．放置自転車、駐輪場の整備などの自転車対策 28 28

29．市民が親しむことのできる港湾の整備 29 29

30．水道水の安定供給 30 30

31．バスなどの交通網の整備 31 31

32．消防力の強化や防災体制の整備 32 32

33．市民が学習する機会や施設の整備 33 33

34．スポーツ・レクリエーションの施設整備 34 34

35．小・中・高校の施設整備や教育内容の充実のための施策 35 35

36．わからない 36 36

37．特にない 37 37

問９ 川崎市が進めている施策や事業を総合的に見た場合、どの程度満足していますか。（○は１つ）

１．満足している

２．まあ満足している

３．少し不満である

４．不満である

５．わからない
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■ スポーツに関する意識・体験について

川崎市では、市民が気軽にスポーツ・レクリエーション活動に親しむことができる環境づ

くりに向けた取り組みを進めています。

今後のスポーツ振興の参考とするため、あなたのスポーツに関する意識や体験について、

以下の問にお答えください。

問10 あなたは現在、どのようなスポーツに取り組んでいますか。（○は３つまで）

問11 また、今後どのようなスポーツに取り組みたいと思いますか。（○は３つまで）

問10

現在、取り組んでいるスポーツ

問11

今後、取り組みたいスポーツ

１．ジョギング １ １

２．ウォーキング ２ ２

３．健康体操 ３ ３

４．屋内球技 ４ ４

５．屋外球技 ５ ５

６．武道 ６ ６

７．水泳 ７ ７

８．ゴルフ ８ ８

９．サイクリング ９ ９

10．ハイキング・登山 10 10

11．その他 11（ ） 11（ ）

12．特にない 12 12

問12 問10で「１」～「11」のいずれかに答えた方にうかがいます。

あなたはスポーツをどのくらいの頻度で取り組んでいますか。（○は１つ）

１．ほとんど毎日

２．週に２、３回程度

３．週に１回程度

４．月に２、３回程度

５．月に１回程度

６．その他（具体的に： ）

問12－（１） 問10で「１」～「11」のいずれかに答えた方にうかがいます。

スポーツをする理由は何ですか。（○は３つまで）

１．体力がつくから

２．仕事への活力が得られるから

３．健康によいから

４．おもしろいから

５．経験があるから

６．趣味としてよいから

７．人と交流できるから

８．気晴らしになるから

９．爽快感・充実感が得られるから

10．その他（具体的に： ）

問12－（２） 問10で「１」～「11」のいずれかに答えた方にうかがいます。

スポーツを主にどこで行っていますか。（あてはまるものすべてに○）

１．自宅

２．公園・広場

３．空き地・道路

４．市営などの公共スポーツ施設

５．学校の開放施設

６．民間のスポーツ施設

７．その他

（具体的に： ）

問13へ
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問13 問10で「12．特にない」と答えた方にうかがいます。

スポーツを行っていない理由は何ですか。（あてはまるものすべてに○）

１．時間がない

２．スポーツを行うのが嫌い

３．費用がかかる

４．仲間がいない

５．施設や場所がない

６．他にやりたいことがある

７．病気・けが等でスポーツができない

８．その他（具体的に： ）

＜すべての方にうかがいます＞

問14 今後、あなたがお住まいの区内で増やしてほしいスポーツ施設は何ですか。

（○は３つまで）

１．体育館（スポーツセンターを含む）

２．多目的運動広場

３．ジョギング・ウォーキングコース

４．プール

５．テニスコート

６．野球場

７．サッカー場

８．陸上競技場

９．その他

（具体的に： ）

■ 休日急患診療所について

問15 あなたは、お住まいの区の休日急患診療所を知っていますか。（○は１つ）

１．時間、場所、診療科目を知っている

２．休日急患診療所という名称は知っている

３．知らない 問15－（２）へ

問15－（１） 問15で「１．時間、場所、診療科目を知っている」または「２．休日急患診

療所という名称は知っている」と答えた方にうかがいます。

あなた、またはあなたの同居のご家族が、ここ３年間のうちに、休日急患診

療所を利用したことがありますか。（○は１つ）

１．利用したことがある 問16へ

２．利用したことがない 問15－（２）へ
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問15－（２） 問15で「３．知らない」または問15－（１）で「２．利用したことがない」

と答えた方にうかがいます。

休日や夜間の診療が必要になったときは主にどうしていますか。（○は１つ）

１．休日・夜間にあいている病院・診療所を探して受診する

２．市販の薬で対応する

３．かかりつけの病院・診療所に受診できるまで待つ

４．救急車を呼ぶ

５．その他（具体的に： ）

＜すべての方にうかがいます＞

休日急患診療所は、各区に１か所あり、休日などに初期診療を目的として、急に具合が悪

くなられた方の応急治療を行っています。

診療科目は内科と小児科で、診療日、診療時間は、日曜、祝日及び年末年始の、午前９時

から午後５時まで（１２時から１時までは昼休み）です。

多摩休日夜間急患診療所のみ休日診療と毎日夜間診療（内科は午後６時30分から午後11

時まで、小児科は午後６時30分から翌朝６時まで）を行っています。

問16 あなたは、休日急患診療所の診療時間についてどう思いますか。（○は１つ）

１．適当である

２．夜間診療が必要である

３．24時間対応が必要である

４．午後５時以降の時間延長が必要である

５．時間の短縮が必要である

６．その他（具体的に： ）

問17 現在、休日急患診療所では、年末年始は12月29日から１月３日まで診療を行っていま

すが、市内の医療機関では、12月29日に診療を行い１月４日に休診しているところが増

えています。これを踏まえて、休日急患診療所の年末・年始の診療期間をどうしたらよ

いと思いますか。（○は１つ）

１．今までどおりでよい

２．12月30日から１月４日に診療を行うほうがよい（12月29日は休診）

３．その他（具体的に： ）

問18 休日急患診療所の診療科目は内科と小児科の２つで適切だと思いますか。（○は１つ）

１．適切である

２．他の診療科を増やしたほうがよい

問18－（１） 問18で「２．他の診療科を増やしたほうがよい」と答えた方にうかがいます。

その診療科目は、主に次のどれですか。（○は１つ）

１．外科

２．精神科

３．整形外科

４．歯科

５．耳鼻科

６．眼科

７．産科

８．婦人科

９．アレルギー科

10．脳外科

11．その他の科
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問19 現在、休日急患診療所は、各区に１か所あります。各区に１か所必要だと思いますか。

（○は１つ）

１．各区に１か所必要である

２．各区に１か所必要ではない

３．その他

（具体的に： ）

【参考】休日急患診療所患者数

（人）

平成14年 15年 16年 17年 18年 19年

川崎区 971 758 917 952 1,077 1,322

幸区 1,542 1,390 1,526 1,657 1,476 1,243

中原区 3,633 3,373 3,561 3,995 4,579 4,918

高津区 1,566 1,405 1,617 1,547 1,575 1,723

宮前区 4,650 3,836 4,018 3,703 3,901 3,790

多摩区 15,661 16,274 16,163 16,573 15,685 14,545

麻生区 4,056 3,361 3,520 3,729 3,576 3,913

合計 32,079 30,397 31,222 32,156 31,869 31,454

※多摩区は、夜間診療を含む。

■ 火災予防について

問20 火災の発生原因は、昭和51年から放火が第１位となっています。あなたは放火防止対

策で何が大切だと思いますか。（あてはまるものすべてに○）

１．家の周りは整理整頓し、雑誌、新聞紙等の燃えやすいものは置かない

２．家の周りや駐車場は、外灯をつけて明るくする

３．車庫や物置は必ずカギを掛ける

４．ごみは決められた収集日の朝に出す

５．消火器を常備する

６．自動車等のボディカバーは防炎品を使用する

７．家族で放火防止の話し合いをする

８．その他（具体的に： ）

問21 火災予防の啓発のためにはどのような広報が効果的だと思いますか。

（あてはまるものすべてに○）

１．町内会回覧板・掲示板

２．広報チラシの配布・ポスターの掲示

３．消防署に設置してある電光掲示板での

広報

４．イベントなどの街頭広報

５．消防職員による説明会の開催

６．消防職員による消防訓練の指導の

実施

７．市政だより

８．その他（具体的に： ）
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【参考】火災警報器の設置について

住宅火災による死者の約６割は逃げ遅れで、死者を年齢別でみると約７割が65歳以上の高齢者
です。このような状況を受け、平成16年６月に消防法の一部が改正され、全ての住宅に、住宅用
火災警報器の設置が義務付けられることになりました。

＊ 川崎市では、新築住宅は平成18年６月１日から設置が義務付けられています。
既存住宅は平成23年５月31日までに取り付けるように猶予期間があります。

設置する場所は…
寝室・台所・階段のほか、住宅の形態等により設置を要する場合があります。

取り付け方法は…
電池が内蔵されており、フックで壁にぶら下げるか、ネジで天井へ取り付けます。

問22 川崎市では、住宅用火災警報器を、新築住宅においては平成18年６月１日から、すで

にお住まいの住宅においては平成23年５月31日までに、寝室、台所、階段に設置するこ

とが義務化されました。火災警報器の設置の有無をお答え下さい。（○は１つ）

１．住宅用火災警報器を設置している

設置している個数を記入して下さい。（ 個）

２．自動火災報知設備等（マンションなどに設置）が設置されている 問23へ

３．設置していない 問22－（３）へ

【参考】 住宅用火災警報器 自動火災報知設備の感知器

点検は自分で行え、検査用のボタンや引っ
張り紐があります。天井設置型と壁掛け型
があります。

半年に１度、資格を有する者が点検します。
検査用のボタンや引っ張り紐はありません。
主に天井面に設置してあります。
（主にマンションに設置されているもので
す）

購入できる場所は…
川崎市消防設備協同組合加盟

店、百貨店やホームセンター、大
型家電量販店など。

購入の目安とし
てＮＳマーク（日
本消防検定協会
の鑑定合格証）が
付いているもの
を選んでくださ
い。

問22－（１）へ
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問22－（１） 問22で「１．住宅用火災警報器を設置している」と答えた方にうかがいます。

住宅用火災警報器をどのように購入しましたか。（○は１つ）

１．入居時から設置されていた

２．自分で購入

３．隣近所で一緒に購入

４．地区、町内会などで共同購入

５．その他（具体的に： ）

問22－（２） 問22で「１．住宅用火災警報器を設置している」と答えた方にうかがいます。

設置した感想はいかがですか。（○は１つ）

１．設置必要場所の全てに設置したので安心している

２．設置個数は不足しているが、とりあえず安心している

３．これで安心だとは思わない

４．その他（具体的に： ）

５．特に感じることはない

問22－（３） 問22で「３．設置していない」と答えた方にうかがいます。

設置していない理由は何ですか。（○は１つ）

１．設置の義務化を知らなかった

２．設置義務化まで猶予期間がある

３．価格が高い

４．設置するのが面倒

５．どのようなものを購入してよいのか分からない

６．自分の家からは火災は起こらないと思う

７．その他（具体的に： ）

川崎市消防局のキャラクター「太助」



（第２回アンケート）

― 266 ―

■ 自転車等の利用について

川崎市では、市内39か所の駅周辺に自転車等放置禁止区域を設け、放置自転車対策を行っ

ています。

自転車またはミニバイク（原動機付自転車・50ｃｃ未満）について、以下の問にお答え下

さい。

問23 駅周辺に自転車等放置禁止区域が指定されていることを知っていますか。（○は１つ）

１．知っている

２．聞いたことや看板を見たことがある

３．知らない

問24 放置自転車の解消や緩和の対策として何が必要だと思いますか。（○は３つまで）

１．駐輪場をもっと増やす

２．放置禁止区域を広げ規制を強化する

３．罰則を強化する

４．電車・バスの本数や路線を増やす

５．電車・バスの運賃を安くする

６．近距離の移動では自転車等に乗らないようにＰＲする

７．その他（具体的に： ）

問25 放置自転車対策で重点的に進めてほしいことは次のどれですか。（○は３つまで）

１．放置自転車の撤去

２．放置禁止の啓発

３．放置自転車の整理

４．駐輪場の増設、収容数の増加

５．店舗や共同住宅などへの駐輪場設置の規制強化

６．自転車利用のマナーの啓発・教育

７．その他（具体的に： ）

問26 自転車またはミニバイクを利用していますか。（○は１つ）

１．利用している

２．時々利用している

３．利用していない 問27へ

問26－（１）へ
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問26－（１） 問26で「１．利用している」または「２．時々利用している」と答えた方に

うかがいます。

自転車またはミニバイクを利用する理由は何ですか。

（あてはまるものすべてに○）

１．他に交通手段がないから

２．いつでも使えるから

３．目的地に一番近くまで行けるから

４．バスや電車の本数が少ないから

５．自宅からバス停までの距離が遠いから

６．バスは朝夕、ラッシュ時に混むから

７．バスや電車の運賃が高いから

８．歩くのが面倒だから

９．健康によいから

10．経費が他に比べて安いから

11．環境に優しいから

12．その他（具体的に： ）

問26－（２） 問26で「１．利用している」または「２．時々利用している」と答えた方に

うかがいます。

自転車またはミニバイクを利用する目的は何ですか。（○は１つ）

１．通勤・通学で駅にいくため

（ 駅）

２．近くのバス停まで行くため

３．通勤・通学先に行くため

４．通勤・通学先の駅から目的地に行くため

５．買い物に行くため（週 回ぐらい）

６．その他

（具体的に： ）

問26－（３） 問26で「１．利用している」または「２．時々利用している」と答えた方に

うかがいます。

問26－（２）の目的で利用する際、通常の駐輪時間は何時間ですか。近いも

のを選んでください。（○は１つ）

１．２時間以下

２．２時間～５時間

３．５時間～10時間

４．10時間以上

問26－（４） 問26で「１．利用している」または「２．時々利用している」と答えた方に

うかがいます。

自転車またはミニバイクで目的地に行った場合は、どこに駐輪しますか。

（○は２つまで）

１．有料駐輪場

２．無料駐輪場

３．目的地の駐輪場（公共施設や店舗を含む）

４．目的地近くの道路上（駐輪場は利用しない） 問26－（５）へ

５．その他（具体的に： ）
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問26－（５） 問26－（４）で「４．目的地近くの道路上（駐輪場は利用しない）」と答えた

方にうかがいます。

駐輪場を利用しない理由は何ですか。（○は２つまで）

１．利用したいが駐輪場が満車で利用できないから

２．駐輪場を利用するのが面倒だから

３．利用料金が高いから

４．目的地の付近に駐輪場がないから

５．その他（具体的に： ）

＜すべての方にうかがいます＞

問27 市営有料駐輪場の料金についてどう思いますか。（○は１つ）

１．利用する施設（駅・お店等）に近ければ料金が高くてもよい

２．防犯対策・安全性が高ければ料金が高くてもよい

３．施設の設備がよければ料金が高くてもよい

４．料金も施設も今のままでよい

５．利用する施設（駅等）から多少遠くても料金が安ければよい

６．防犯対策・安全性が低くても料金が安ければよい

７．施設の設備が悪くても料金が安ければよい

８．その他（具体的に： ）

【参考】市営有料駐輪場の利用料金について

利用時間 一部の駐輪場を除いて、24時間使用可能です。

利用対象 自転車と原動機付自転車及び排気量125cc までの自動二輪車です。

有料駐輪場整理手数料 一時利用 （１日１回）

屋根つき 屋根なし

自転車 100円 80円

原付自転車・自動二輪車 130円 100円
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■ あなたご自身について

Ｆ１ 性別（○は１つ）

１．男性 ２．女性

Ｆ２ 年齢（○は１つ）

１．20～24歳

２．25～29歳

３．30～34歳

４．35～39歳

５．40～44歳

６．45～49歳

７．50～54歳

８．55～59歳

９．60～64歳

10．65～69歳

11．70～74歳

12．75歳以上

Ｆ３ あなたのお仕事は、この中のどれですか。（○は１つ）

１．自営業主

２．家族従業（家業手伝い）

３．勤め（全日）

４．勤め（パートタイム）

５．内職

６．主婦・主夫（家事専業）

７．学生

８．無職（収入が年金のみの方を含む）

９．その他

（Ｆ３で「１」～「４」のいずれかに答えた方にうかがいます）

Ｆ３－（１） お仕事の内容を具体的にお聞かせください。（○は１つ）

自営業主・家族従業の方

（１～３の中からお選びください。）

勤め（全日・パートタイム）の方

（４～８の中からお選びください。）

１．農林漁業

２．商工サービス業

３．自由業

４．経営・管理職

５．専門・技術職

６．事務職

７．技能・労務職

８．販売・サービス職

Ｆ４ お勤め先あるいは通学先はどちらですか。（○は１つ）

１．川崎市内（お住まいと同じ区）

２．川崎市内（お住まいと別の区）

３．横浜市

４．神奈川県（川崎市・横浜市以外）

５．東京都（２３区内）

６．東京都（２３区以外）

７．その他

８．通勤・通学していない

Ｆ５ ふだん最寄り駅までどのような交通手段をご利用になりますか。（○は１つ）

１．徒歩

２．自転車

３．バイク（原付含む）

４．バス

５．自動車（送迎含む）
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Ｆ６ あなたの現在のお住まいは、この中のどれにあたりますか。（○は１つ）

１．持ち家（一戸建）

２．持ち家（マンション・団地）

３．借家（一戸建）

４．借家（マンション・団地・公営住宅）

５．借家（民間アパート・間借・下宿）

６．社宅・寮・公務員住宅

７．その他

Ｆ７ 現在、同居しているご家族は、あなたを含めて何人いらっしゃいますか。

（○は１つ）

１．1人

２．2人

３．3人

４．4人

５．5人

６．6人

７．7人以上

Ｆ８ ご家族に中学生以下のお子さんはいらっしゃいますか。（○は１つ）

１．いる ２．いない

Ｆ９ 65歳以上の方は同居していらっしゃいますか。（○は１つ）

（ご自分が65歳以上の方は１に○をつけてください。）

１．いる ２．いない

Ｆ10 あなたが現在お住まいの区はどちらですか。（○は１つ）

１．川崎区

２．幸区

３．中原区

４．高津区

５．宮前区

６．多摩区

７．麻生区

Ｆ11 あなたのお住まいの地域の様子は、次のどれにあたりますか。（○は１つ）

１．オフィスビル、商業ビル、商店などがある地域

２．古くからの住宅が中心となっている地域

３．新しく開発された住宅地域

４．住宅と工場が混在している地域

５．まわりに田畑や山林などの緑が残されている地域

６．その他（ ）

最後に、川崎市の市政について、ご意見やご要望等がございましたら、どんなことでも

ご自由に記入してください。

以上でアンケートは終了です。

ご協力大変ありがとうございました。
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